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Abstract 
A fllngal isolate from a dioxin-contaminated soil sample was characterized for its 
ability to degrade the dioxin -lil王ecompollnd 3CI-DD and lignin. The following became 
clear. 1) Lignin was decolorized by 90% after 3 days of culture. 2) Based on the analysis of 
288 rDNA， the fungus was identified as A伊 eligillusfa.ponika. 3) Dllring the same time 







































清 1mlをリグニン培地 20mlの入った 50mlの遠沈管に入
れ、室温で 1週間、 150rpmで援とう培養した。 1週間後、
ジグニン脱色が確認されたサンプルから 1mlをどフェニ





















































カラム DB-5 (0.22mm x 30m) 
キャリアガス He 1.3ml/min 
インターフェイス:2500C 
3CI-DD代謝物分析の GC条件:
昇温条件:100oC， 1 min hold、
10'"'-'2500C/10oC/min、




10'"'-' 2500C lOoC/min 






































東京)で 250C、3日間培養した菌株を用いて DNeasyplant 
Mini Kit(Q1AGEN，Hilden，Germany)により DNAを調整
し，これをテンプテートとしてプライマ-NLl，NL2，NL3 
及び NL4(Donnell，1993)で PCR を行った。 AB1 








されたc この試料を 3回ほど集積培養し、その中から 1種
類の、リグニンを分解する菌が分離され、8I'2000とした。
3.2 リグニン脱色と菌増殖の測定






















.Lignin degradated rate.Bacteria numbel's 
8日間培養後





























Vo1.18，2 0 1 0 
いるリグニンベルオキ乙ダ ゼは 22kDa、PheBは 35kDa、









3.4 リグ、ニン分解酵素の 8D8-PAGEI6.17) μm、胞子は 3~4μm と確認された。また、胞子は突起状
リグニンの脱色を行う菌の酵素を確認するため の球形をしていた。
8D8-PAGEを図 4示した。細胞内と細胞外濃縮液を泳動 3-5.2 DNA解析及び系統樹 15、16)
した。細胞内濃縮液に 20近くのバンドが確認された。こ 288R-DNAの解析を行った。解析した結果、Asperigilus
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